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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第１四半期連結累計期間（平成27年２月１日～平成27年４月30日）におけるわが国経済は、政府や日本銀行の各

種政策の効果などから、輸出関連企業を中心に収益が改善し、円安や株高傾向の継続、原油価格下落の影響、雇用・

所得環境の改善などにより、国内景気は緩やかな回復基調を続けております。

 しかし、当アパレル業界では、消費税率引き上げ後の悪化傾向からは脱しつつも、物価上昇懸念や実質賃金の低下

などにより消費者の節約意識は依然として根強く、個人消費は不透明な状況で推移しました。

 このような状況の中、当社グループは収益基盤の確立を目指し、主力である当社製造卸売事業では利益重視の仕組

の再構築による収益性の向上に取り組んでまいりました。また、服飾雑貨、メンズ衣料等、新商品の拡充による販路

開拓を進めてまいりました。ＳＰＡグループでは㈱ヴェント・インターナショナルの事業構造の見直しを進め、不採

算店舗の退店やブランドの絞込み、本部のスリム化による事業の大幅縮小を進めることで赤字の削減に取り組んでま

いりました。

 製造卸売グループでは、カットソーやボトム等の単品商品の提案強化により、量販店向けの売上が拡大しました。

また、専門店向けでは、トップス、ボトム、服飾雑貨を組み合わせた売場提案型のトータル企画が好調に推移し、ブ

ランド展開を広げたことで、売上高は158億87百万円（前年同期比11.2％増）と増加しました。収益改善の取り組みで

は採算性の低い部門の改廃や商品の見直し等、採算管理の強化により利益改善を進めました。生産面では中国のコス

ト上昇に伴いＡＳＥＡＮ生産の比率を高め原価低減に取り組み、経費削減では外部出荷の内製化や中国での物流加工

を一層進めたことで物流費の削減を進めました。

 ＳＰＡグループでは、ミセスＳＰＡ事業での不採算店舗の退店による店舗数の減少や、ヤングＳＰＡ事業の㈱ヴェ

ント・インターナショナルでの事業の大幅縮小による収益改善を進めており、ショッピングモール店舗及び百貨店店

舗の全面撤退を進めるとともに、一店舗当たりの経費削減並びに管理部門の経費削減に取り組んでまいりました。以

上により、ＳＰＡグループの売上高は22億87百万円(前年同期比12.7％減)となりました。

 以上の結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は、181億16百万円(前年同期比7.4％増)、営業損益は、２億56百 

万円の損失(前年同期は10億35百万円の営業損失)、経常損益は、２億22百万円の損失(前年同期は10億20百万円の経常

損失)、四半期純損益は、投資有価証券売却益２億75百万円の特別利益等により15百万円の純損失(前年同期は８億88

百万円の四半期純損失）となりました。 

 また、当社グループは、衣料品事業の単一セグメントでありますので、セグメント情報の記載はしておりません。 

 

  グループ別、販売チャネル別の売上高は以下のとおりです。 

区    分 金額（百万円） 前年同期比（％）

製造卸売 

グループ

量 販 店 6,954 6.1

専 門 店 7,179 17.8

無 店 舗 1,294 8.0

そ の 他 458 5.0

製造卸売グループ 合 計 15,887 11.2

ＳＰＡ 

グループ

ヤングＳＰＡ事業
 直 営 店 635 △28.0

 そ の 他 351 △4.1

小  計 986 △21.0

ミセスＳＰＡ事業
 直 営 店 605 △9.0

 そ の 他 694 △1.5

小  計 1,300 △5.1

ＳＰＡグループ  合 計 2,287 △12.7

グループ     合 計 18,174 7.5

   消     去 △58 -

   合     計 18,116 7.4
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（２）財政状態に関する説明

（資産）

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、327億91百万円となり、前連結会計年度末に比べ６億81百万円の減少と

なりました。

流動資産は229億28百万円となり、前連結会計年度末に比べ４億71百万円の減少となりました。流動資産の減少の

主な要因は、現金及び預金が４億92百万円減少したことによります。

固定資産は98億62百万円となり、前連結会計年度末に比べ２億９百万円の減少となりました。固定資産の減少の

主な要因は、投資有価証券が１億70百万円減少したことによります。

（負債）

当第１四半期連結会計期間末の負債は226億24百万円となり、前連結会計年度末に比べ３億77百万円の減少となり

ました。

流動負債は189億59百万円となり、前連結会計年度末に比べ１億33百万円の減少となりました。流動負債の減少の

主な要因は、短期借入金が17億30百万円増加し、買掛金が９億72百万円減少したことによります。

固定負債は36億65百万円となり、前連結会計年度末に比べ２億43百万円の減少となりました。固定負債の減少の

主な要因は、役員退職慰労引当金が４億39百万円減少したことによります。

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末の純資産は、101億67百万円となり、前連結会計年度末に比べ３億４百万円の減少と

なりました。純資産の減少の主な要因は繰延ヘッジ損益が３億92百万円減少したことによります。
 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 当社グループは、第１四半期連結累計期間の業績を踏まえ、平成27年３月20日に公表いたしました平成28年１月期

第２四半期連結累計期間の業績予想を修正いたしました。

 業績予想の詳細につきましては、本日公表の「投資有価証券売却益（特別利益）の計上並びに平成28年１月期第２

四半期連結累計期間業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。なお、通期の業績予想につきましては、

変更はありません。
 
（４）継続企業の前提に関する重要事象等に関する説明

 当社グループは、継続して営業損失を計上しており、また、営業活動によるキャッシュ・フローも継続してマイナ

スとなっておりますことから、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせる事象又は状況が存在していると認識してお

ります。

 当社グループは、このような状況を早期に解消するため、グループの中核である製造卸売事業の収益基盤の確立と

連結子会社㈱ヴェント・インターナショナルの事業の大幅縮小により収益の改善を進めております。

 当社製造卸売事業では、部門別の採算管理に加え、仕入・在庫・販売を部門横断して統括管理することで収益の改

善を進めております。また、既存販路に対してメンズや服飾雑貨を拡充し販売拡大に努めると同時に、専門店、百貨

店等の量販店以外の販路を開拓してまいりました。㈱ヴェント・インターナショナルでは、ブランドの絞込みや不採

算店舗の退店、本部のスリム化等で収益改善を図ってまいりました。

 以上の対応策により、当第１四半期連結会計期間末においては、収益に改善が見られることに加え十分な純資産残

高から財務体質基盤は堅固であるため、継続企業の前提に関する不確実性は認められないものと判断しております。
 
２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。
 
（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。
 
（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

   （会計方針の変更）

  （退職給付に関する会計基準等の適用）

 「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）

及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下「退職給付

適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについて

当第１四半期連結会計期間より適用し、割引率の決定方法を退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を

反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しております。

 なお、この変更に伴う期首の退職給付に係る負債及び利益剰余金並びに当第１四半期連結累計期間の損益に与える

影響はありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年１月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成27年４月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 2,940 2,447 

受取手形及び売掛金 13,892 13,635 

電子記録債権 1,286 1,495 

商品 3,337 3,880 

貯蔵品 17 19 

その他 1,929 1,453 

貸倒引当金 △2 △2 

流動資産合計 23,400 22,928 

固定資産    

有形固定資産 4,597 4,582 

無形固定資産 157 156 

投資その他の資産    

投資有価証券 4,344 4,173 

その他 972 949 

投資その他の資産合計 5,316 5,123 

固定資産合計 10,072 9,862 

資産合計 33,472 32,791 

負債の部    

流動負債    

買掛金 12,644 11,671 

短期借入金 3,000 4,730 

1年内返済予定の長期借入金 430 406 

未払法人税等 31 9 

賞与引当金 94 188 

返品調整引当金 87 101 

ポイント引当金 28 25 

その他 2,777 1,825 

流動負債合計 19,093 18,959 

固定負債    

長期借入金 1,575 1,483 

退職給付に係る負債 1,059 1,009 

役員退職慰労引当金 439 － 

その他 834 1,172 

固定負債合計 3,908 3,665 

負債合計 23,001 22,624 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年１月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成27年４月30日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,944 1,944 

資本剰余金 2,007 2,007 

利益剰余金 4,908 4,856 

自己株式 △532 △532 

株主資本合計 8,328 8,276 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 1,154 1,291 

繰延ヘッジ損益 952 560 

為替換算調整勘定 62 63 

退職給付に係る調整累計額 △26 △23 

その他の包括利益累計額合計 2,143 1,891 

純資産合計 10,471 10,167 

負債純資産合計 33,472 32,791 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年２月１日 

 至 平成26年４月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年２月１日 
 至 平成27年４月30日) 

売上高 16,871 18,116 

売上原価 13,628 14,392 

売上総利益 3,243 3,724 

返品調整引当金戻入額 62 87 

返品調整引当金繰入額 60 101 

差引売上総利益 3,245 3,709 

販売費及び一般管理費 4,280 3,966 

営業損失（△） △1,035 △256 

営業外収益    

受取利息 3 3 

受取配当金 9 10 

受取家賃 17 14 

その他 10 22 

営業外収益合計 41 50 

営業外費用    

支払利息 8 7 

賃貸収入原価 11 8 

その他 7 0 

営業外費用合計 27 17 

経常損失（△） △1,020 △222 

特別利益    

投資有価証券売却益 － 275 

特別利益合計 － 275 

特別損失    

減損損失 8 23 

店舗閉鎖損失 － 36 

その他 － 1 

特別損失合計 8 61 

税金等調整前四半期純損失（△） △1,029 △9 

法人税、住民税及び事業税 6 6 

法人税等調整額 △147 0 

法人税等合計 △141 6 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △888 △15 

四半期純損失（△） △888 △15 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年２月１日 

 至 平成26年４月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年２月１日 
 至 平成27年４月30日) 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △888 △15 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △68 136 

繰延ヘッジ損益 △120 △392 

為替換算調整勘定 △13 0 

退職給付に係る調整額 － 2 

その他の包括利益合計 △202 △252 

四半期包括利益 △1,090 △267 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △1,090 △267 

少数株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

 

 

 

- 8 -

クロスプラス㈱（3320）平成28年１月期 第1四半期決算短信      


